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I . 目 的
身体的 な ト レ - ニ ン グ や そ の中断が, 澱大酸素摂
取盈 くV O2 m a X, に及ぼす影響に つ い て の報告は .,
2. 416. 812 2, 札 30.3 い 多い o そ. の 中で ト レ ー ニ ン グ に よ る
V O2m a Xの 増加率は, ト レ ー ニ ン グ前の V O2 m a X
と密接な関係に あ り, ト レ - ニ ソ グ前の値が低い
とそ の増加率は大き い ことが報告されて い る 2. 6.SOI凸
ま た , .ト レ
- ニ ソ グ中断の影響を検討Lた報告で
は, ト - エ ソ グ 前 のV O2m a Xの 大 き い 者ほ どそ の
低下率の大き い こ と が 明ら か に さ れ て い る4, 29,o
そ Lて , こ の よ う な関係の認められ る理由が, ト
レ ー ニ ソ グ前 の身体活動量 の違い や , ト レ - ニ ソ
グに よ っ て 獲得され たV O2 m a Xは ト レ ー ニ ソ グ 中
断の影響を受けやす い こ と で説明され てきて い る
2,6, 29,
o しか し, こ れ らを確か め た報告はみ ら れな
い
o
本研究は バ レ ー ボ - ル の 練習 く以後 は ト レ ー ニ
ン グ と す るl に よ るV O2 m a Xの 増加率と そ の 中断
軒こ よ る VO2 m a Xの 低下率との 関係 を, よく ト レ ー ー
エ ソ グ され た バ レ ー ボ ー ル 選 手 を対象 虹 , ト レ ー
ニ ン グ の 中断と再開を行わ せ , そ の 間 の V O2 m a X
の測 定 か ら明らか に す るた め に企画したo 併せ て ,
そ れ らが脚筋力と身体組成 に及ぼす影響に つ い て
も検討を加 え た o
口 . 実験方法
被検者は T大学バ レ - 料 - Jレク ラ ブをこ所属する,
年齢18 - 2 2歳 の健康な女子部鼎1 6.名であるo こ れ
らの 被検者は奨験に参加する弧 少なくとも 3 ヶ
月以上 の間, 同 じ内容の ト レ - ニ ソ グを 1潤 馴 こ







ト レ ー ニ ン グの内容は, 対人パ ス, 対人 レ シ -
2 人 レ シ ー ブ , ス パ イ ク, 練習試合などであ
これら の運動強度をこ つ い て は, 先 に報督 L た
1986年 7月16 日 に トレ ー ニ ソ グ中断前 く以後はB
D Tとす るl, 同年8月18 日 に トレ - エ ソ グ中断後
は 後は A D Tとす るl, 同年12月 3 日 に トレ ー ニ
ン グ再 開後 く以後 は A R Tとす る1 の 珊定 を実施
Lた o した が っ て , 被検者は33 日間 の ト レ ー ニ ン
グ の 中断 ぐ特別な身体活動を行わな い 日常生活を
送らせ たl と, そ の後, 約15週間 く実際 に ト レ -
ニ ン グ を行 っ た 日数は66 日 であ っ た1 の ト レ - ニ
ソ グを行 っ た こ と に なるo ト ニ ン グ中断期問を33
日 , ト レ ー ニ ン グ再開期間を15過と L たの はt そ
れら の 影響が腰著に現われ る の に 十分な期間と考
え た か らで あ る o
被検著の 皮下脂肪は , 皮脂厚計 く栄研式l を用
い て , 上 腕背部と肩甲骨下 の 2 ケ所 に つ い て 測定
しノた c , 得 ら れ た 皮脂 厚 か ら 身 体密度を算出 し
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くN aga min eとSu z uki
2 7切 推定式う, Broz ekら
31
の 式を用 い て 体脂肪率 く%Fatl を求 めた o 体脂
肪量は体重 くWtう x%Fatノ10 0 より, 除脂肪体




筋力計を用 い て 測定 したo す なわち, 被検者を測
定用 の椅子 に座らせ腰部を バ ソ ドで 国定したo 次
に筋力計に接続され た ベ ル ト を足首紅架仇 ベ ル
トの長さを膝関節角度が9 0度に なるように調節し,
そ の姿勢で約3秒間の最大努力の脚伸展を行わせ
たo 測定は左右の脚とも に 2皮行 い 得られ た高い
方の備を最大筋力と して採用 したo 筋力計の校正
ほ筋力検定巻 く竹井機器 工業株式会社l を用い て ,
測定前後に行 っ た .
v o2m a Xを得るた め の最大作業は, 自転車 エ ル
ゴ メ - タ - くモ ナ - ク 肘 を用 い た漸増負荷方放
で行わせ たo す なわち, 自転車 エ ル ゴ メ
ー タ ー 作
業は5 0w att の負荷か ら開始 し, 3分日ま で は 1
分毎虹2 5w attづ つ , そ の後は疲労困懲まで12. 5
wattっ っ 負荷を漸増 した o ペ ダ ル の 回転数は5 0
,pm と し, メ ト ロ ノ
ー ム に よ りリ ズ ム 調整を行わ
せ たo
v o2 m aXは疲労困席直前の 2分間の呼気ガ ス を
1分如 こ ダグ ラ ス バ ッ グに採集し, 乾式ガ ス メ
ー
タ ー く品川制作耐 で換気量を求め, そ の 1部 の
呼気ガ ス 中の02とC O2濃度を呼気ガ ス 分析装置
に 栄測器株式会社1 H O 6妻削 で分析する こと
に よ っ て 求め た. 分析装置の校正 は, 日鉄化学工
業株式会社製の標準ガス く02 こ 15%, C O2 二 5% ,
N 2 ニ8 0%と02 ニ1 8%, C O芝
.
. 3 %, N 2 こ79%l
を用 い て 行 っ たo
自転車 エ ル ゴ メ ー タ ー 作業中の心拍数 くH Rl
札 作業開始から終了ま で胸部双極誘導法虹 より
導出した心電図を記録 割 こ連続記録 し, 得 られた
心電図の R波を 1分毎に数 え る こ とに よ り求めた o
ま た, 作業開始か ら終了ま で の仕事量 の稔計 を総
仕事量 くT Wl と して求 めたo
な お, 3 回 の V O2m a Xの 測定は, 室温22 士0.5
て, 相対 湿度60 士 5% に設定された サ ソ ヨ
- プ レ
ハ ブ恒温恒湿塞 くサ ソ ヨ - メ デ ィ カ株式金村 で
実施 した o
B D T, A D T, AR T の それぞれの 間の差 の検定
は , Stude ntの対応 の あ る t 検定を用 い て 行い ,
5 %水準をも っ て有意と したo
Ill. 結 果
表 1は BD T, A D T及 びAR T で得られた身長
くHtl , 体重 くW tl , 刷旨肪率 く%Fatl , 除
脂肪体重 くL B Ml , 脚筋力 くLSl , 給仕串塵
くT Wl , 最高心拍数 くH Rm axl , 最大換覚盈
くV Em a xl , 最大酸素摂取慶 くV O2m a Xl , Wt
当 た り の 最大酸素摂取 量 くV O2 m aX ノ W tl ,
L B M当た りの最大酸素摂取最 くV O2 m a XノL B Ml
を示 したも の で あり, 3 回の 測定間の 差の検定結
果を示 した もの が表2 であ るo
wt, %Fat, L BM 及 び左右の L Sは , AD T や
AR T で有意な変化を示 さ な か っ た o
T W はA D T で9. 3% 減少 し, A R T ではA D T に
比 べ て 34. 3% 増大 し, い ずれも有意で あ っ たo ま
た, A RT で の T 耶 ま, B D T に比 べ て 有意な増大
で あ っ た く2 1.8%つo
v Em a xはA D T で1 5.9% 減少し , A R Tで はA D
T に比 べ て4 0. 8% 増大 し, A R T ではBD T に此 べ
て18.5% 増大し, い ず れも有意で あ っ た o
v o2 m a XはA D Tで8.0% 減少し, A R T ではA D
T に比 べ て1 5.5% 増大し, い ず れも有意で あ っ たo
ま た, A R T ではB DT に比 べ て有意に高い値で あ っ
た く6.2%lo Wtや L BM が実験期間中に有意に変
化しなか っ た こ とか ら, V O2 m aXノ WtとV O2m a XI
L B M は, V O2 m a Xの 変動とほ ぼ同じ傾向を示 したo
H Rm a xはB DTとA R Tの 間 に 有意差が認 め られ
た他 に は , 有意差は認 められなか っ た o
図 1 はB D T, A D T及びA RT の同
一 仕事量 で の
自転車 エ ル ゴ メ - タ 一 作業中 に得 られたH Rを示
し た も の で あ る o AD T で の H RはB D T や A R T に
比 べ て有意に高 い 値を示 し , B D TとA R T の間に
有意差は認められなか っ たo
図 2 はBD Tの V O2 m a XノWtとA D T で得 られ た
そ の変化率との関係を示し たも の で あ り , 両者の
間 に負 の密接 な関係が認 め られ た Cr ニ
ー 0 .525,
p く0.0 5l . しか し, V O2m a Xに
つ い て は有意な
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身体的 ト レ ー ニ ン グの 中断と再開が最大酸素摂取盈, 脚旗九 身体組成 虹及 ぼ す彫轡
表1 . 最大運動申の生理的パラメ ー タ ー と身体的特徴
Va riable
ト レニ ニ ソ グ中断前 ト レ - エ ソ グ中断後 ト レ ー - ニ ソ グ再開後
X 士 S D X 士 S D X 士 S D
Heightくcml 160.6 3 .0 160.8 3 .0 1 60.7 2.9
W eightくkgl 5 6.8 5 .1 56.5 5 .2 56. 4 .9
%Fatく%l 2 4.4 4 .4 24.3 3 .9 2 5.3 4.1
L B Mくkgl
Leg str e ngth
R ightくkgl
4 2.8 2 .4
4 9.6 11.
42.7 2 .4
49 .6 7. 7
4 2.2 2.6
49.1 10.8
Leftくkg1 5 1.1 10,4 50.6 8. 1 50.2 9 .4 ゆ
Total w o rkくkgml 1024.2 14 1.2 928.9 168. 6 1247.7 195.2
H R m axくbeatsノminl 180.4 9 .4 18 1.9 9. 9 185. ア .8
V E m axくGノ min1 7 3.1 12.3 6 1.5 9. 5 86.6 11.5
V O2 m a XくBノmin1 2.25 0.2 2 .07 0.2 2 .39 0 .2
V O2 m a Xノ Wtくmeノkg. minl 39.7 3.9 36.7 3. 3 42.3 3.8
V O2 m a X ノL B Mくmaノkg. minl 52.6 5.1 48 .5 4.6 55.8 6 .4
v alu es are m e a n士 S D.
%Fat こ 体脂肪率, L B Mニ 除謄肪体鼠 H R m a xニ 最高心拍数, V E m ax ニ 澱大換無塵
V O2 m a Xこ 最大酸素摂取盈, V O2 m aXノ W こ 体重当たりの最大酸素摂取盈
V O2 m a XノL B Mニ 除脂肪体重当たり の最大酸素摂取盈
表2 . ト レ ー ニ ング中断前 , ト レ ー ニ ン グ中断後, ト レ ー ニ ン ゲ再開後の差の検定
Va riable B A T 及 A D T A D T皮 A R T BD T 皮 A R T
Heightくcml NS N S NS
W eightくkgl N S N S N S










Leftくkgl N S N S く N S
Total w o rkくkgml 串 串 EZEZZl EZ ZZl
H R m axくbe atsノ minl N S N S EZ ZZl
V E m axくQノ minl EZ ZZl EZ ZZl EZ ZZl
VO2 m a XくQノノminl EZ ZZl EZ ZZl 串 串
VO2 m a 又 ノ WtくmRノkg. mini 串 串 串 EZE ZZl 米 車
V O2 m a XノL B Mくmeノkg. minl EZ ZZl E Z ZZl 串串
B D Tこ ト レ ー ニ ン グ中断前, A D Tこ ト レ - ニ ソ グ中 断後, A R Tニ ト レ ー ニ ソ グ再開後
串 串 串 - p く0 .005, 串 串 - p く0 .01, N S- n ot signific a nt
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HR くbe atsノmin7
o beforede- trainl n8
申 alterde- trさ州n8
A afte rtr ainln8
600
wo rk Io ad くk8. mノrnlnI
図l , ト レ ー ニ ン ゲの中断前, 中断後 , 再開後に
おける最大下の同 一 作業中の 心拍数 白丸
印は トレ ー ニ ン グ中断前, 黒丸印は ト レ
ー
ニ ン ゲ中断後 , 自 三角印は トレ ー ニ ン ゲ再
開後を示すo
串 串 串 - P く0.0 01 こ 串
- P く0-0 5, N S
-
n ot significant
関係は認められな か っ た o
図 3 はAD T の V O2 m a XとAR T で得られた そ の
変化率との関係を示したも の で あり, 両者 の間忙
負の密接な関係が認め られた くr ニ
ー 0 .5 08, P
く0.0 5l o し か し, 寸o2 m aX ,JWt Kつ い て は有
意義な関係は認められな か っ たo
図4 の 左はV O2 m aX , 右はV O2m aXノW t につ い
て , B D Tの値を基準に して 求め た AD T の変化率
とA D Tの値を基準に して求 めたA RT の変化率と
の関係をそれぞれ忙 つ い て 示 したも の で あるo 両
者とも に 負 の密接 な関係が認 め られた くr
ニ
ー 0 .512, P く0.0 5及 び r -
- 0.506, P く0.05l o
TV. 論 議
加賀谷らは17せ 子 バ レ ー ボ ー ル の ト ッ プ レ ベ ル
の 大学選手 の%Fat く19.0%lを, 黒 田 らは
241ロ
サ ソ ゼ ル ス オ リ ソ ピ ッ ク代表選手 の %Fat く22.6

























図 2 . ト レ ー ニ ン ゲ中断前の体重当たり最大酸素
摂取量とトレ ー ニ ン ゲ中断後 のそ の変化率
の関係.
XA Vo2 m a x. Change duringtrainin8くy.I
rニ ー 0.50 8
pく0.0 5
ニ ー2 3.25x+63.8 8
2 2.5 3
Vo2 m ax. afterde
-traininaいノminl
図 3 . ト レ ー ニ ン グ中断後の最大酸素摂取量とト
レ - ニ ン ゲ再開後のそ の変化率の関胤
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図4 1 トレ ー ニ ン ゲ中断による変化率とト レ ー ニ ン ゲ再開による変化率の関
胤 白丸印は最大酸素摂取盈 , 黒丸印は体重当たりの敢大酸素摂取盈
を示 すo
報告 よ りも高い %Fatく24.4%l を示し, 北川19,
の 報告して い る - 一 般女 子 の億 は2.2 - 2 5,7%l と
ほぼ同じで あ っ たo
Fa rdyら ほ7Iバ レ - ボ ー ル 選手を対象に , 競技
シ ズ ー ソ 前後 く約2 ケ 月1 をこ%Fatを測定 し有意
な変化の な い こ とを, Cu n nin gha mとH illは5,,
皮 下脂肪厚や Wtが ト レ ー ー ニ ソ グや そ の中断虹 よ っ
て 変化しな か っ た こ とを報告して いるo Gr e e nら
はIUア イ ス ホ ッ ケ ー 競技 シ ー ズ ン 後 の活動魔 の低
下が, %Fatに有意な変化を生 じさ せ ない こと を
明らか に して い るQ 本葉験の被検者の W t, %Fat,
L B Mは, A D T や A R T で有意な変化を示さず これ
ら の報告と ほぼ - 致 し, ベ ッ ド安静などの特別な
日常生活を29I送 ら な い 限 り , ト レ ー ニ ン グ の中断
や再開が競技者の身体組成 に及ぼす影響ほ小さい
もの と考え られ る o
福永らは9,特別な筋力 ト レ - ニ ソ グを して い な
か っ た 時の 実業団女子 バ レ - ポ - ル 選手 の L S が,
左 右 の 平均で49.5 kgと報告して お り , 本実験 の値
く左 こ 51. 1kg, 右 ニ 49.6 kgl とほ ぼ 一 致 し た o 先
の Fa rdyら は 7ユは バ レ ー ボ ー ル 競技 シ - ズ ソ 前後
に握 力や大願周径を測定 し, 有意な変化 が認 め ら
れな か っ た こと を報告L てい るo 筋力 が筋の横断
面横と密接な関係 にある ことか ら, これ らは バ レ ー
ボ ー ル の ト レ ー ニ ン グ に よ っ て , 前 腕 や 脚 の 筋力
が変化 し な い こ と を示して お り 本実験 の結果と は
揺 - 致するo L SがA D TやART で有意に変化L な
か っ た こ とは, 自分の体塵を負荷としたバ レ - ポ -
ル の ト レ - エ ソ グ が, L Sを高め る の に有効な負
荷とならな い こ とを示 して い よ うo
本乗除の B D T で得られ たVO2m a XC2.25Bノ
minl は, バ レ - ボ - ル の 大学 ト ッ プ レ ベ ル の選
手 く3.2 2RJ, minl.
17や オ リ ン ピ ッ ク代表選手
く2. 8 0D ノ minl 紺 に 比 べ て 低く , 一 般 女子
く1.75- 1.89Rノmin, よ りも商い値で あ っ たo
し か し, 身体の 大きさを考慮したV O2m a Xノ Wt
く39.7meノkg. minl は, オ リ ソ ピ ッ ク代表選手
く40.1meノkg. min1 2 41と ほ ぼ同じで , 大学選手
く48.8meノkg. mini 1アリこ比 べ て9.1neノkg. min偵
い値 で あ っ たo 大学選手と本葉験の VO2m a Xの 差
は, L B Mく大学選手 こ5 3.6 kg, 本被検者 ニ 42.8
kgl の違 い や 自転車 エ ル ゴ メ - タ - 運動 く本実験
と オ リ ン ピ ッ ク代表選 手l とト レ ッ ド ミ ル 運動
く大学選手l とい っ た , V O2 m a X測 定時の運動方
法 の25J 26ブ違 い に よ る も の と考え られ, 本実験の 被
検者は 一 流の バ レ ー ポ - ル 選手と同程度の VO2
m a xを獲得L てい た と言 え る o
Coyle ら
4-
は ト レ - ニ ノ ダ さ れ た ラ ン ナ - や サ
イ ク リ ス ト に, 85 日間 の ト レ ー - ニ ン グの 中断 を行
わせ , V O2 m a Xほ22日 間 で6.6%, 57 日間 で1 3.0
%の 減少を, ま た , H o u sto nら ば5-ラ ン ナ ー に15
日 間 の ト レ - ニ ン グの 中断 を行わせ , V O2m aXほ
- 21 -
4.0 %械少した こ とを報告 し て い るo 本葉験の
v o2 m a Xは33 日間の A D Tで8.0% の減少を示 し ,
こ の値はCoyle ら心 の22 日目と57 日目 の 間 に 相当
し, H o u sto nら
1別 の 約2倍 にあたる o これ ら の結
果を含 め て ト レ ー ニ ン グ中断期間とV O2m a Xの 減
少率の関係を検討すると, そ の 減少率は ト レ
ー ニ
ソ グの中断期間の長さ に比例 して 大きくなり, 1
日 当た り2.7% 減少する こと に なるo しか し, こ
れ は ト レ - エ ソ グ中断期間を特別な身体運動をし
ない 日常生活を送 っ た場合で あり, Saltin ら
29切
よ う に ベ ッ ド安静で 日常生活を送ると2 0 日間で20
- 46%の減少を示すo
A R T で得られた VO2 m a XはA D Tに 比 べ て1 5.5
%の増大を示したo こ の値は
一 般 人の ト レ - ニ ソ
グで増大すると期待される2 0- 30%の範囲
31叱 あ
り, バ レ ー ボ
- ル の ト レ ー ニ ソ グが自転車の ペ ダ




, V O2m a X
を増大 さ せ るの中こ有効で ある ことを示 して い よ うo
ま た, 小 レ - ニ ソ グの再開に よ っ て , V O2m aX
がB D T の値 に直ち に回復する か 否 か は興味ある
問題で あ るo 先の H o uston ら
1 5,は15 日間, Saltin
ら291の 非 ト レ ー ニ ソ グ着 で は1 0 日間 で B D T の
v o, m a xに戻り, ト レ ー ニ ソ グ者で はBD T の値忙
戻るの に29- 4 0 日間必要で あ っ た こ とを報告して
いるo ト レ ー ニ ソ グの効果は運動の 強風 実施時
間, 実施頻度や運動の質, 被検者の ト レ
ー ニ ソ グ
の 程度などに よ っ て 影響される ことか ら, 本葉験
の VO2 m a XがB D Tの値 に戻 っ て い た 日 を推測する
ことほ難 い 1. これ 紅 つ い て はV O2m aX の 測定を
頻繁に行う ことなど に よ っ て 検討する必要がある o
と こ ろ で . E k blo m ら
6l
, 浅見 ら2,, Sha rkeyは
ト レ ー ニ ソ グ前 の寸o2 m a Xノ Wtの小さ い者 ほ ど
そ の効果が大き い こ とを, ま た , Coyle らは
4,は
ト レ ー ニ ソ グ中断の影 響は , そ の 中断前の V O2
m a x,rw t の大き い者 ほ ど大き い こ とを報告して
いる. 本実験で もV O2m a XとV O2m aXノWtに つ い
て そ れらの関係を検討したが, A D T ではV O2m aXノ
wt, A RT ではV O2 m a X中こ密接な関係が認 められ
ただけ で , V O2m a XとV O2 m aXノWtの 両方 に密接
な関係が認められる ことはなか っ た o こ れ らは,
ト レ ー ニ ソ グ 中断 や再 開の 影響が, B D T や A DT
で のV O2m a XやV O2 m aXノW t の大小の み に よ っ て
説 明で きない ことを示 して い る もの と考え られるo
本案験で はV O2m a XとV O2 m a XノWtに つ い て ,
ト レ ー ニ ソ グ中断に よ る変化率と ト レ - ニ ソ グ再
開に よ る変化率の 関係を検討し, 両者とも に密接
な関係が認 められたo こ れ は, ト レ
- ニ ソ グの影
響を大きく受け た者は, ト レ - エ ソ グ中断 の影響
も大きく受け た こ とを示しており, ト レ
- ニ ソ グ
の影響を受け やす い者と卓う でな い 者が い る こと
を示唆して い る と考え られ るo そ して , ト レ
- ニ
ソ グの中断 や再開の影響が, B D Tや A DT で の
v o2m aXや V O2 m a XノWtの 大Jjl よりも, 被検者個々
の持 つ 要因に よ っ て決定される ことを示唆して い
よ うo こ の 要因を特定サるには さら虹検討す る必挙
があるが , 筋の 速筋線経と遅筋線維の分布比率が
遺伝に よ っ て決定されるとするK o miとK a rlss o n
331
の 一 卵性 双生児を対象に ト レ - ニ ソ グ を行わ せ ,
速節線経と遅筋線維の比率に変化が認め られなか っ
た とす る報告や本案験で L B Mが変化しな か っ た




こ れ ま で , ト レ
ー
ニ ソ グ や そ の 中断 に よる
vo2 m a Xの 増減は, 心拍出畳 に よ っ て 影響され る
こ とが知られ て い る291. 本実験 にお い て も ト レ
-
エ ソ グ中断に よ っ て最大下 の 同 一 仕事量 や 同
一 酸
素摂取量 に対す るH Rが高くなり, ト レ
ー ニ ソ グ
再開に よ っ て そ れ ら に対す るH Rが低下 し, こ れ
まで の報告と 一 致 した o ま た, 最大作業時の酸素
脈 くB D Tこ 1 2.5m色ノbe atl が A D T で低下 し
く11.4mQ,Jbeatl , A R T で増大 く12.9maノbeatl
した ことか ら, 本実験で のV O2 m a Xの 増減 に心拍
出量 の変化が関与して い た ことが推測 で きるo
ま た , T W の A DT や A R T での 変動 は ,
v o2 m aXの 変動傾向と よく 一 致 した が , 変 化率は
v o2 m a Xよ りも大 き い も の で あ っ た o こ の結果は
これま で の 報告と 一 致 し, 持久的 な作業で あ っ て
も, そ の パ フ ォ ー マ ン ス を決 る の はV O2m a Xだけ
で な く他 の要因1 8ユが関与す る こ とを示唆L てい よ
うo
以 上 の こ と か ら , A DTや A R Tの V O2 m aXに 影
響を及ぼす無視で きな い 被検者固有の 因子 のあ る
こ とが示唆されたo ま た , バ レ ー ボ ー ル の ト レ
ー
ニ ン グ はL S, %Fat, L B M より もV O2m a Xに 影響
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身体的 ト レ ニ ソ グの 中断 と再開が最大酸素摂取盈, 脚筋九 身体組成に 及 ぼす 膨轡
を及ぼす ことが明らか に な っ たo
V . 要 約
バ レ - ポ ー ル 選手 を対象に B D T, A D T, A R T
で の V O2 m a X, %Fat, L B M, L Sを測定 したo %
Fat, L BM , L Sは ト レ ー ニ ン グ の 中断や再 開に
よ っ て有意軒こ変動しなか っ たo V O2m aX はAD T で
有意に減少 し, A R T によ っ て 有意に増大したo
V O2m aXの ト レ ー ニ ソ グ中断 に よ る変化率と ト レ -
ニ ソ グ再開に よ る変化率の間に魚 の密接な関係が
譜 められ , ト レ ー ニ ン グ中断に よ っ て 大き い変化
率を示 した者は, ト レ - エ ソ グ 再開 に よ る変化率
も大きい ことが示唆されたo
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